
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

オリエンテーション

授業の

方法

第

1

回

講

義

形

式

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

研究の理解を深めることができるようになる

各コマに

おける

授業予定

研究とは何か

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

先行して論文を読み理解を深めることができるようになる

各コマに

おける

授業予定

先行して論文を読む

石浦　敬子
実務経験と

その関連資格
介護教員　　介護福祉士

科  目  名

介護福祉学科

介護研究

科　目　区　分

介護福祉士　介護学生のためのよくわかる介護福祉研究入門（保育社）

グループもしくは個人において、先行研究の検索を行い、先行研究論文を読み、研究テーマを検討する

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

1年生 教室名

介護福祉全般にわたる研究について感心をもち、取り組むようにすることができる

担 当 教 員

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第

5

回

第

2

回

第

3

回

内　　　容

介護研究について説明し,必要性を理解することができるようになる
授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

先行して論文を読み理解を深めることができるようになる

2020

基礎分野 授業の方法 演習

授業時数(単位数)必修

研究論文を学生に薦め参考にしていく

発表、態度70％　　出席20％　レポート・ノート10％

第

4

回
各コマに

おける

授業予定

論文（先行研究）を探求し読む

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

先行して論文を読み理解を深めることができるようになる

各コマに

おける

授業予定

論文（先行研究）を探求し読む



実

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

振り返り

各コマに

おける

授業予定

まとめ

各コマに

おける

授業予定

関心のあるテーマ論文をまとめる　パワーポイントを作成する

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

発表の準備をすることができるようになる

各コマに

おける

授業予定

関心のあるテーマ論文をまとめる　パワーポイントを作成する

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

個人にて発表

各コマに

おける

授業予定

　パワーポイントより発表

授業の

方法
内　　　容

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

先行して論文を読み理解を深めることができるようになる

各コマに

おける

授業予定

論文（先行研究）を探求し読む　　福祉新聞を読む

第

15

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

先行して論文を読み理解を深めることができるようになる

各コマに

おける

授業予定

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第

6

回

第

7

回 論文（先行研究）を探求し読む　　福祉新聞を読む

第

8

回

第

9

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

個人でまとめていくことができるようになる

各コマに

おける

授業予定

関心のあるテーマ論文をまとめる

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

個人でまとめていくことができるようにする

各コマに

おける

授業予定

関心のあるテーマ論文をまとめる

第

10

回

第

11

回

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

個人でまとめていくことができるようになる

各コマに

おける

授業予定

関心のあるテーマ論文をまとめる　パワーポイントを作成する

実

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

個人でまとめていくことができるようにする

各コマに

おける

授業予定

関心のあるテーマ論文をまとめる　パワーポイントを作成する

第

14

回

第

12

回

第

13

回

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

個人でまとめていくことができるようになる


